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和歌山県すさみ町、積水ハウス、クラダシが

地方創生にむけて連携協定を締結

～漁師町インターンシップで地域の漁業支援・課題解決に取り組む～

和歌山県すさみ町、積水ハウス株式会社、株式会社クラダシの3者は、「すさみ町における食品
ロス削減及び特産品のPRに向けた連携協定書」を7月12日に締結いたしました。積水ハウスと
マリオット・インターナショナルが推進する地方創生事業「Trip Base 道の駅プロジェクト」の地域
活動の取り組みとして、積水ハウスが3者の協定締結を主導いたしました。すさみ町の漁業従事
者（漁師）と社会貢献型インターンシップ「クラダシチャレンジ」をマッチングさせた短期滞在型の

漁師町インターンシップ「地域のもったいないプロジェクト」で、地域の生業体験を通して、フードロ

スの削減をはじめとする地域及び社会課題の解決と、地方創生の一助となることを目指します。

■3者共同企画 漁師町インターンシップ「地域のもったいないプロジェクト」の内容
①すさみ町における「クラダシチャレンジ」の実施（9月12日(月)～9月19日(月)）
参加大学生がすさみ町の伝統漁法「ケンケン漁」※を通じ、実際に漁の生産現場を体験。

道の駅に隣接する「フェアフィールド･バイ･マリオット･和歌山すさみ」と地元の宿泊施設を学生の

宿泊場所として利用。

②「クラダシチャレンジ」での収獲物の販売

【本件に関するお問い合わせ】

広報担当：齊藤・小平　pr@kuradashi.jp
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収獲した水産物の商品開発を参加学生主導で検討。道の駅及びクラダシの運営するソーシャル

グッドマーケット「Kuradashi」にて、収獲したケンケン鰹や市場に出回らない地魚などの水産物を
販売。また将来的には商品化した商品の販売も想定。

※「ケンケン漁」とは、すさみ町に昔から受け継がれる、船の上から疑似餌を利用して魚を釣り上げる伝統漁法で、ケンケ

ン漁で獲れた鰹は「ケンケン鰹」として、ブランド認証シールを貼り付けて出荷しています。

③地域住民との交流

滞在期間中、すさみ町の住民を含めた交流会を実施。地域で働き、暮らすことを実際に体験する

とともに、地域課題を抽出し、地元住民と共にその解決策の提案を行う。

　　
左 すさみ町の伝統漁法「ケンケン漁」　右 市場に出回らない地魚

■本連携協定の背景
すさみ町の人口は現在約3,700人。年々減少の一途をたどり、消滅可能性都市に指定されてい
ます。中でも一次産業の縮小は顕著であり、多い時で330名いた漁師の数は現在約80名まで減
少し、すさみ町の伝統漁法である「ケンケン漁」は消えゆく伝統産業として懸念されています。ま

た、水揚げされても市場価値が低いために市場に出回らない地魚が存在し、収入へと結びつか

ないために廃棄しているというフードロスの現状があります。3者協定の取り組みにより、漁業就
業人口の減少や少子高齢化などの社会課題の解決、すさみ町をはじめとした地域の関係人口

の創出、市場価値の低い魚を商品化することで流通促進を図ります。

■社会貢献型インターンシップ「クラダシチャレンジ」について
フードロスや地方創生に興味のある学生が日本全国の人手不足で悩む地域・農家を訪れ、収穫

支援や現地での交流を行います。参加学生の旅費や滞在費、食費等をすべて、クラダシが自ら

社会貢献活動を行うために設立したクラダシ基金から拠出しています。

クラダシ基金、社会貢献型インターンシップ「クラダシチャレンジ」：

https://www.kuradashi.jp/fund

■ソーシャルグッドマーケット「Kuradashi」について
Kuradashiは、楽しいお買い物で、みんなトクするソーシャルグッドマーケット。フードロス削減を
目指し、まだ食べられるにも関わらず捨てられてしまう可能性のある商品を、おトクに販売してい

ます。さらに、売上の一部を環境保護・災害支援などに取り組む様々な団体に寄付し、SDGs17
の項目を横断して支援しています。

楽しくておトクなお買い物が、社会に良いことに繋がる。そんな、全く新しいソーシャルグッドマー

ケットを創出しています。

【本件に関するお問い合わせ】
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URL：https://www.kuradashi.jp/

■クラダシと積水ハウスのパートナーシップ
積水ハウスとマリオット・インターナショナルが展開する「Trip Base 道の駅プロジェクト」は、地域
経済の活性化を目指し、様々な企業との事業連携を進めています。クラダシと積水ハウスは

2021年6月よりパートナー企業として連携を開始し、2021年10月には京都府京丹波町でのフー
ドロス解決に向けた社会貢献型インターンシップ「クラダシチャレンジ」などを実施しています。今

後も社会課題の解決となる活動を推進し、地方創生の一助となるべく継続した取り組みを行って

まいります。

■Trip Base 道の駅プロジェクトについて
｢Trip Base 道の駅プロジェクト」は、「未知なるニッポンをクエストしよう」をコンセプトに、道の駅と
隣接するホテルを拠点として、「地域の知られざる魅力を渡り歩く旅」を提案し、地域や自治体、

パートナー企業とともに、観光を起点に地域経済の活性化を目指す地方創生事業です。本事業

は、2018年11月に旗揚げし、2020年10月から旅の拠点となるホテル「フェアフィールド･バイ･マリ
オット」を開業し、これまで７道府県18か所のホテルを展開してまいりました。現在26道府県の自
治体、45社のパートナー企業と事業連携を進めています。2025年には26道府県にて約 3,000室
規模への拡大を目指しています。

■道の駅すさみに隣接する「フェアフィールド･バイ･マリオット･和歌山すさみ」
太平洋に望む「道の駅 すさみ」に隣接するフェアフィールド･バイ･マリオット･和歌山すさみ。釣り
やダイビング、陸続きの島である江須崎や、世界遺産熊野古道大辺路街道の長井坂古道の散

策など、当ホテルを拠点に充実の旅を満喫できます。めはり寿司などの郷土料理をはじめ、春か

ら初夏は鮮度抜群のケンケン鰹、秋から冬は伊勢海老やイノブタ料理などのグルメも魅力です。

雄大な自然がつくりだす景色を眺めながら、快適なホテルステイが満喫できます。また、当ホテ

ルは、温浴施設「望海（のぞみ）のゆ」を併設しています。外湯利用も可能で、風光明媚な眺望を

楽しみながら旅の疲れを癒すことができます。

都道府県 市町村 道の駅名称 ホテル名称 室数 概要 開業日

和歌山県 すさみ町 すさみ フェアフィールド･バイ･

マリオット･和歌山すさみ

90 延床面積：4,300㎡
階数：7階

2021年6月9日

　フェアフィールド･バイ･マリオット･和歌山すさみ
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プロジェクト全体については、こちらの関連リリース・HPをご確認ください
リリース： https://www.sekisuihouse.co.jp/company/topics/topics_2021/20211029/
TRIP BASE STYLE ホームページ： https://www.tripbasestyle.com/

■お問合せ先
＜事業全般について＞

すさみ町　地域未来課 担当：水上／0739-55-4801

積水ハウス株式会社 広報室　Email：info-ir@qz.sekisuihouse.co.jp

株式会社クラダシ　担当：齊藤・小平

Tel：03-6456-2296　Email：pr@kuradashi.jp

＜ホテルについて＞

フェアフィールド･バイ･マリオット 道の駅プロジェクト広報　06-6743-4793

※共同リリースのため、重複して配信される場合がございますが、あらかじめご了承ください。

【本件に関するお問い合わせ】

広報担当：齊藤・小平　pr@kuradashi.jp
4

https://www.sekisuihouse.co.jp/company/topics/topics_2021/20211029/
https://www.tripbasestyle.com/

